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研究目的 
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ハダカデバネズミは、癌化耐性を持つ著しい長寿命齧歯類であり、

その癌化・老化耐性の分子メカニズムに注目が集まっている。ハダ

カデバネズミの未知なる性状を理解し、癌化・老化耐性の分子メカ

ニズムを明らかにするためには発癌モデルの構築が必須である。申

請者はこれまでにマウス脳より神経幹細胞を樹立し、癌遺伝子導入

後にマウス脳への移植を行う ex vivo 脳腫瘍モデルの構築ならびに

解析より、ヒト悪性脳腫瘍に酷似した特徴を有するマウス脳腫瘍を

短期間に 100%の確率で作製することに成功している。また、申請

者はマウス脳への直接遺伝子導入による発癌モデルの構築も進め

ていることから、本申請研究では、マウス脳腫瘍モデルを応用し、

ハダカデバネズミ脳に in vivo エレクトロポレーションを用いて遺

伝子を直接導入する技術の確立ならびに脳腫瘍モデルの構築を目

的とする。 
研究内容・成果 
（1000 字程度） 

申請者はまず、ハダカデバネズミ脳から神経幹細胞を樹立した。こ

の細胞に癌遺伝子を導入し、免疫不全マウスへの異種同所移植を行

うことで、マウス神経幹細胞の腫瘍形成能との比較解析が可能とな

る。 

2016 年 5 月 24 から 25 日に研究分担者の研究室に滞在し、マウス

脳から樹立した神経幹細胞に癌遺伝子を導入後、マウス脳への移植

を行うことで可能となったヒト悪性脳腫瘍に酷似した特徴を有す

るマウス脳腫瘍 ex vivo モデルの構築についてプレゼンテーション

を行い、また、マウス脳への直接遺伝子導入による発癌モデルの構

築についてもディスカッションを行った。 

さらにハダカデバネズミ個体における脳腫瘍モデルを構築するた



めに、ハダカデバネズミ脳への in vivo エレクトロポレーション法

の確立および同研究室の研究員に技術指導を行った。申請者滞在中

にちょうど生まれた新生仔ハダカデバネズミの脳室内にガラスキ

ャピラリーにて色素液と GFP 発現ベクターの混合液を注入したと

ころ、脳室への流入が認められた。また、新生仔マウスとの脳室形

状の違いも確認した。次に細胞に取り込ませるために、PBS 緩衝液

で湿らせたピンセット型電極で下顎と注入部位を挟み、パルスをか

けた。パルス条件はマウス新生仔と同条件で行った。翌日、新生仔

ハダカデバネズミの頭皮を除去し、UV ランプ下で観察したとこ

ろ、GFP の蛍光が確認できた。解剖後、全脳を 4% PFA 固定液につ

けて保存した。脳のどの部位に GFP が導入されたかを調べるため

に、クライオスタットにて切片を作製した後、免疫染色による解析

が現在研究分担者の研究室において進行中である。 
以上のことから、ハダカデバネズミ新生仔においてもマウスと同様

に遺伝子導入を行う実験系の確立に成功した。 
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